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１．事業概要

（１）事業目的

一 般 国 道 １ ５ ３ 号 豊 田 西 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図
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写真①

平成２７年２月撮影 至：豊田市街地

至：名古屋

＜凡例＞

豊田西バイパス

主要渋滞箇所

事故危険区間
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開通済 未開通

開通済 未開通
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（県）豊田東郷線

豊田外環状

ＪＲ線

市町村境

暫定4車
開通済

【愛知県豊田市東新町（上空）】

■一般国道１５３号豊田西バイパスは、愛知県名古屋市天白区天白町から愛知県豊田市東新町に至る延長１３．３ｋｍのバイ

パスであり、現道１５３号（（県）豊田東郷線）の交通渋滞の緩和、交通安全の確保及び地域交通の利用促進を目的に計画さ

れた道路です。

■豊田西バイパスや並行する周辺道路には、主要渋滞箇所や死傷事故率の高い区間が多数存在するなどの課題があります。

■本事業は、こうした課題解決のためにバイパスを整備するものであり、交通渋滞の緩和、交通事故の削減、地域連携の支援

等の効果を見込んでいます。
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１．事業概要

事業名
一般国道１５３号
豊田西バイパス

道路規格 第４種第１級

設計速度 ６０ｋｍ/ｈ

車線数 ６車線

都市計画決定
昭和４１年度、昭和４５年度、

昭和４７年度

事業化 昭和４２年度

計画交通量 ７７，３００台/日

用地着手年度 昭和４６年度

工事着手年度 昭和４８年度

延長
［供用済延長］

１３．３ｋｍ
［暫定４車線開通済 １３．３ｋｍ］

前回の再評価
平成２８年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ３１６億円

Ｂ／Ｃ ３．２

（２）計画概要

＜平面部＞ ＜部分立体部＞

標 準 断 面 図

■豊田西バイパスは、昭和４２年度に事業化し、平成１８年度迄に全線（延長１３．３ｋｍ）が、暫定４車線で開通しています。

■また、平成２５年度に豊田市西新町～東新町間（延長１．０ｋｍ）の東新高架橋が供用しています。
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－ ２ － 単位：ｍ

令和３年１月撮影

至：豊田市街地

至：名古屋

平成25年度供用 東新高架橋

豊田南バイパス

写真
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２．事業の進捗及び見込みの視点

豊田西バイパスの事業進捗状況

【用地取得率】 １００％（平成２７年度末） ⇒ １００％（令和２年度末）
【事業進捗率】 約８５％（平成２７年度末） ⇒約８５％（令和２年度末）

事業進捗の見込みの視点

■豊田西バイパスの沿線地域※は、名古屋市と豊田市へ通勤通学等をする人々が多く居住しています。豊田西バイパスの整備に伴い、名古屋市・

豊田市へのアクセス向上により、 沿線地域では都市整備が進展しています。（※日進市、みよし市、東郷町）

■名古屋市天白区天白町～豊田市東新町(延長１３．３ｋｍ)は暫定４車線供用しているものの、朝夕の著しい渋滞が発生しているため、

６車線開通に向けて関係機関調整の上、優先整備区間の選定を行い、早期に現場着手できるよう関係機関協議、設計を推進します。

とうしんちょうとよ たてんぱくちょう

－ ３ －

梅森西交差点付近の状況 福田橋南交差点付近の状況

豊田西バイパスの進展による沿線地域※の活性化
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令和3年6月朝撮影 至：豊田市街地

至：名古屋

写真②

至：豊田市街地

至：名古屋 令和3年6月朝撮影

人
口
［
万
人
］

全線暫定4車線
開通

＜沿線地域の税収の推移＞＜沿線地域の人口の推移＞
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出展：各市町統計データ 出展：愛知県統計年鑑

※沿線地域：日進市、みよし市、東郷町

全線暫定4車線
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３．県・政令市への意見聴取結果

４．対応方針（原案）

■愛知県の意見
「対応方針（原案）」に対して異議はありません。
一般国道１５３号豊田西バイパスは、名古屋都市圏の広域道路ネットワークの放射状道路として、名古屋市と自動車産

業の集積地である豊田市とを結ぶ本県のモノづくり産業の成長に欠かすことの出来ない重要な役割を担っています。

沿線の日進市、東郷町、みよし市は、名古屋市近郊かつ自然豊かな丘陵地を有し、大変恵まれた地域特性を活かした
市街地整備が進行しており、この地域の交通需要が増加傾向にあり、現在、国道１５３号豊田西バイパスは平日朝夕の
ラッシュ時の激しい渋滞のみならず休日にも渋滞が見られる状況にあり、住民生活に大きな支障を来しています。

今後、当地域が、さらに発展していくためには、国道１５３号豊田西バイパスの渋滞対策は必要不可欠であります。

よって、対応方針（原案）のとおり事業継続し、一日も早く供用されることを求めます。

■一般国道１５３号豊田西バイパスの事業を継続する。
とよ た にし
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